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平成26年　茨城町民の日
郷
土
の
歴
史
を
振
り
返
り「
茨
城
町
」へ
の
愛
着
と
誇
り
を
胸
に

　

２
月
11
日
（
茨
城
町
誕
生
の
日
）、「
茨
城
町
民
の

日
」
記
念
式
典
が
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
関
係
者
や
町
民
の
方
々
約

４
０
０
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ば
ら
き
幼
稚
園
の
児
童
た
ち
の
演
奏
で
幕
を
開

け
た
第
一
部
の
式
典
で
は
、
町
の
発
展
に
貢
献
し
た

方
へ
の
表
彰
や
叙
勲
・
褒
章
受
賞
者
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
タ
レ
ン
ト
で
山
形
弁
研
究
家
の
ダ
ニ

エ
ル
・
カ
ー
ル
氏
に
「
が
ん
ば
っ
ぺ
、
オ
ラ
の
大
好

き
な
日
本
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
紙
に
連
載
し
て
い
る
「
里
山
に
育
む
生

き
も
の
た
ち
」
の
筆
者
提
供
の
パ
ネ
ル
展
や
、
尺
八
と

箏
の
演
奏
、
小
浦
あ
ん
ば
の
会
に
よ
る
伝
統
芸
能
の

披
露
、
茨
城
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
無

農
薬
野
菜
を
使
っ
た
地
産
地
消
の
お
も
て
な
し
料
理

の
試
食
会
も
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

地産地消のおもてなし料理の試食会

表彰者紹介（順不同・敬称略）

○治安防災功労部門
氏　名 表　彰　内　容

飯山　幸一 消防団員として，火災予防活動など町の安
全安心の確保に尽力している。

石田　喜光 水戸地区交通安全協会茨城支部長として交
通安全活動に尽力された。

山﨑ひで子
町交通安全母の会副会長として交通安全運動の推進
に尽力された。またブライトリーダーとして小中学校
の学校行事に参加するなど学校教育に尽力された。

○民生福祉功労部門
氏　名 表　彰　内　容

坂場　厚子 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

加藤　範子 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

横山千代子 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

皆藤　佐一 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

大嶺　次郎 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

道口　　薫 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

田崎　　蔚 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

中村　京子 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

藤澤　　博 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

松濤　誠尚 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

鴨川喜代子 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

川又　良枝 民生委員児童委員として住民福祉の向上に
尽力された。

山口　悦郎 国民健康保険運営協議会委員として国保事
業に尽力された。

○産業・経済功労部門
氏　名 表　彰　内　容

茨城県猟友会
東部支部

有害鳥獣駆除により農作物の被害防止及び
町民の生活の安全確保に尽力されている。

茨城町
花き生産組合

涸沼自然公園内で桜の植樹やあじさいの苗
の寄附を行うなど涸沼自然公園の整備やあじ
さいまつりの開催等に大きく貢献している。

㈱茨城ＴＫＲ 道路改良工事寄付金及び道路用地の寄付。

㈱旭物産
道路用地を寄付及び道路法第 24 条工事（道
路管理者以外の者の工事）により町道改良
舗装工事を施工し、道路行政に尽力された。

○教育文化功労部門
氏　名 表　彰　内　容

大戸地区区長
ＯＢ会

学校安全ボランティアとして児童通学時
の交通安全指導に努めるとともに、ＰＴＡ
除草活動等にも積極的に協力をしている。

鈴木　照子
学校の玄関等に生け花を定期的に飾り、
学校の環境美化と毎朝子ども達への声か
け運動を継続し、児童・生徒の健全育成
に尽力している。

道川ふき子
学校の玄関等に生け花を定期的に飾り、
学校の環境美化と毎朝子ども達への声か
け運動を継続し、児童・生徒の健全育成
に尽力している。

栗原　和子 地区生涯学習推進のため、移動教室等の
実施に携わり、地区内の連携を図っている。

東ヶ﨑道男
町社会体育推進のため、町スポーツイベ
ント実施に携わり、スポーツ振興に寄与
している。

佐藤喜代子
生涯学習推進のため、町民講座の茶道講
師として、また子ども達への和文化継承
に携わり、町の文化向上に大きく寄与し
ている。

下村　琉也 第22回日整全国少年柔道大会において優勝。

○地域善行功労部門
氏　名 表　彰　内　容

永峯恵美子
小学校のスクールボランティアとブライ
トリーダーとして授業の補助や手芸品の
寄贈など教育文化の進展に貢献している。

中石崎美化
ボランティアの会

居住地内の道路沿いの清掃や危険な道路
路肩の草刈に尽力されている。

●叙勲・褒章受章者
氏　名 受章種類 功労および主要経歴

小貫　力雄 旭日単光章 地方自治功労
元　町議会副議長

成島　幸吉 瑞宝小綬章
地方自治功労
元　茨城県県南地方総合事
務所長

菅谷　久一 瑞宝単光章 消防功労
元　茨城町消防団分団長

市川　　悟 瑞宝単光章 防衛功労
元　准空尉

二宮　博美 瑞宝単光章 警察功労
元　茨城県警部　

成木　　夳 瑞宝双光章 警察功労
元　警視正

表彰式

ダニエル・カール氏による講演 少年の主張を発表した　小山美咲さん
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１
．
茨
城
町
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
（
１
）
非
常
食
・
飲
料
水
の
備
蓄
を
充
実

　

 　

町
で
は
現
在
、
非
常
食
と
飲
料
水
を

確
保
す
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
備
蓄

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
備
蓄
品
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

　

 

・ 

食
料
品　

５
，
０
０
０
食
（
ア
ル

フ
ァ
ー
米
、
乾
パ
ン
等
）

　

・
飲
料
水　

６
，
０
０
０
本
（
５
０
０
ml
）

　
（
２
）
防
災
倉
庫
の
整
備

　

 　

避
難
所
と
な
る
現
在
の
町
内
小
中
学

校
12
校
に
、
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、
非

常
食
、
飲
料
水
、
毛
布
、
発
電
機
等
の

備
蓄
を
図
り
ま
す
。
防
災
倉
庫
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
の
避
難
所
設

置
や
避
難
者
支
援
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

 　

平
成
25
年
度
は
、
６
か
所
に
防
災
倉

庫
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
３
年
間
で

全
て
の
小
中
学
校
に
防
災
倉
庫
を
整
備

し
ま
す
。

　
（
３
）
避
難
所
の
強
化

　

 　

小
中
学
校
の
全
て
の
体
育
館
を
耐
震

化
し
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、
全
て
の
体
育
館
に
災
害
時
に

優
先
し
て
電
話
が
つ
な
が
る
特
設
公
衆

電
話
の
回
線
を
設
置
し
ま
し
た
。
災
害

時
に
は
、
こ
の
電
話
が
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。

　
（
４
）
情
報
伝
達
手
段
の
強
化

　

 　

災
害
情
報
を
伝
達
す
る
茨
城
町
防
災

行
政
無
線
を
、
長
時
間
の
停
電
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、
町
内
に
い
る
方
に
対
し
て
、

避
難
勧
告
等
の
緊
急
情
報
を
携
帯
電
話

に
配
信
で
き
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
（
５
）
災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い
て

　

 　

早
期
の
物
資
確
保
や
道
路
等
の
復
旧

を
図
る
た
め
、
県
内
外
の
市
町
村
及
び

企
業
等
と
災
害
時
の
応
援
協
力
を
締
結

し
、
連
携
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
市
町
村

　

 　

福
島
県
大
玉
村
、
茨
城
県
美
浦
村
、

県
内
全
町
村
、
北
関
東
・
新
潟
地
域
連

携
軸
推
進
協
議
会
（
19
市
町
村
）、
廃

棄
物
と
環
境
を
考
え
る
協
議
会
（
73
市

町
村
）

東日本大震災から３年
～防災に強い町づくりを目指して～

　茨城町では、東日本大震災の教訓をもとに、備蓄品の整備、情報伝達体制の充実、応援協定の締結な
ど、様々な防災対策を行っています。大規模な災害から自分の身を守る為には、行政の防災対策、家庭
や事業所での備え、地域での助け合いが重要となります。日頃から災害に備えましょう。

○
企
業
・
団
体
等

　

茨
城
町
建
設
業
協
会
、ひ
た
ち
創
友
会
、

県
石
油
商
業
組
合
茨
城
支
部
、（
一
財
）

県
薬
剤
師
会
公
衆
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
、

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
水
戸
支
部
、
イ
オ

ン
タ
ウ
ン
水
戸
南
店
、
カ
ス
ミ
フ
ー
ド
ス

ク
エ
ア
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
水
戸
南
店
、
い
ば

ら
き
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
、
生
活
協
同

組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
茨
城
、（
株
）
俊
伸

飲
料
、（
株
）
共
進
サ
ー
ビ
ス
、（
株
）
カ

ネ
コ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
水
戸
営
業
所
、

水
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
（
株
）、（
株
）

東
洋
食
品

　
（
６
） 

災
害
時
協
力
井
戸
の
登
録
推
進

　

 　

災
害
時
に
生
活
用
水
を
確
保
す
る
た

め
、
個
人
が
所
有
し
て
い
る
井
戸
を
災

害
時
協
力
井
戸
に
登
録
し
て
も
ら
い
、

災
害
時
に
、
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
26
年
度
中
に
整
備
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
家
庭
で
の
連
絡
方
法
の
確
認
つ
い
て

　

 　

固
定
電
話
、
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
て
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

等
の
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
が
増

え
て
い
ま
す
。
家
族
で
災
害
後
の
連
絡

手
段
に
つ
い
て
、
事
前
に
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

事
業
所
で
の
備
え

　

 　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
交
通
機
関
が

混
乱
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
従
業
員

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
食
料
品
・

飲
料
水
の
備
蓄
に
努
め
、
事
業
所
内
に

一
定
期
間
の
間
、
従
業
員
が
留
ま
れ
る

環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

 　

ま
た
、
事
業
所
で
は
、
建
物
の
耐
震

化
・
設
備
の
転
倒
落
下
防
止
な
ど
、
従

業
員
が
安
全
に
待
機
で
き
る
環
境
整
備

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

３
．
地
域
で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

（ 

１
）
隣
近
所
や
地
域
で
の
助
け
合
い

　

 　

避
難
す
る
際
に
は
、
隣
近
所
に
声
を

か
け
、
で
き
れ
ば
集
団
で
避
難
所
に
移

動
し
ま
し
ょ
う
。

（ 

２
）
地
域
の
災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢

者
・
子
供
・
障
害
者
）
へ
の
支
援

　

 　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世

帯
及
び
障
害
者
は
、
災
害
時
に
、
被
害

を
受
け
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

地
域
で
の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
な
ど

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（ 

３
）
炊
き
出
し
や
給
水
の
協
力
・
実
施

　

 　

避
難
所
で
の
炊
き
出
し
や
給
水
の
実

施
な
ど
地
域
で
出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

２
． 

家
庭
や
事
業
所
で
の
災
害
対
策

　

家
庭
で
の
備
え

（
１
）
食
料
・
飲
料
水
等
の
備
蓄

　

①
食
料
に
つ
い
て

　

・ 

食
料
は
、
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど

火
を
使
わ
ず
食
べ
ら
れ
る
も
の

　

・
３
日
分
の
備
蓄
が
目
安

　　

②
飲
料
水
に
つ
い
て

　

・ 

１
人
に
必
要
な
１
日
分
の
飲
料
水
は

３
リ
ッ
ト
ル

　

・
３
日
分
の
備
蓄
が
目
安

　

③
そ
の
他
の
備
蓄
品

　

・ 

懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
な
ど

　

・
自
動
車
の
燃
料
は
早
め
に
給
油

（
２
）
家
庭
で
出
来
る
減
災
対
策
に
つ
い
て

　

・
家
具
の
転
倒
・
落
下
を
防
ぐ

　

・ 

屋
根
や
塀
の
点
検
を
行
い
、
補
強
す
る

自
分
の
身
を
自
分
の
努
力
で
守
る

（
自
助
）
と
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
（
共
助
）

に
よ
り
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
ま

し
ょ
う
。
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町子育て支援センターでは、子育て親子に寄り添いながら、
親子のふれあいと子どもとの絆づくりを大切にした活動を行っています。

～遊びにおいでよ～

★　遊戯室『まんまるーむ』開放　★　：　日曜、祝日を除き午前 9時から午後 5時まで

～親子でゆったりふれあいながら、
　　　　　　　　楽しく遊びましょう。～
日にち：９日（水）　
場　所：保健センター　健診室
内　容：季節の歌、ふれあい遊び、
　　　　手あそび、読み聞かせ　等
持ち物：タオル、着替え、
　　　　水分補給の為の飲み物

　　＊予約開始日３月 19 日（水）＊

－　詳細はお問合せください。－
【問合せ先】　　保健福祉部こども課　子育て支援センター　　☎０２９－２９１－０９８０（直通）

『茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内』

―　活　動　予　定　―
★　読み聞かせ　★　－参加自由－

＊子育てボランティアによる読み聞かせを予定しています。
・日　時：２日（水）、16 日（水）
　　　　　午前 10 時 45 分～ 11 時
【場　所：遊戯室「まんまるーむ」】

★　子育て相談・定期相談日　★
＊町保健センター等の関係機関と連携しています。
・日　時：14 日（月）、28 日（月）
　　　　　午前９時 30 分～正午
【受付場所：子育て支援センター　事務室】

★　『ミニ・セミナー』　★　－参加自由－
＊ 親子でふれあって遊んだり歌をうたったり、楽
しい時間を過ごしましょう。

・実施時間：10 分程度【場所：遊戯室「まんまるーむ」】
―　随時実施致します。　―

★　砂場開放　★　－参加自由－
＊戸外の気持ちよさを感じながら砂場で遊びましょう。
・日　時：23 日（水）
　　　　　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
【場　所：ゆうゆう館　中庭　砂場】

≪子育てセミナー≫　―要予約―
町内の未就学児とその保護者対象　　　実施時間：午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

～同じメンバーで年間を通したセミナーです。～
日にち：24 日（木）
場　所：保健センター　健診室
【年間予定：年間 10 回】　
・４/24（木）・５/14（水）・６/13（金）・７/11（金）・８/１（金）
・９/10（水）・10/７（火）・12/２（火）・Ｈ27．１/15（木）・３/25（水）
《対象者》 平成 25 年４月２日から９月 30 日までに生

まれたお子さんとその保護者

＊予約開始日４月４日（金）今回のみの募集となります＊

　「子育てサークル育成」の活動は、親子でふれあい遊び・手遊び・読み聞かせなどを楽しみながら、「子ど
もとこんな遊びをしてみたい、こんな物を作って遊んでみたい。」など、メンバーで話し合って決めていき
ます。また、一年間同じメンバーで活動しますので、お子さんのことや自分自身のことなど、情報交換をし
ながらメンバー同士で交流を楽しむことができます。
　このサークルでは、みんなで楽しく、協力して子育てをしていくことを目的としています。

＊『子育てサークル育成』とは…＊

税金の納め忘れありませんか？

～未納があると差押えの対象です～

　町では、財源の確保と納期限内に納付された方との公平性を維持するため、
滞納処分の強化に取り組んでいます。
　新年度を迎える前に、税金の納め忘れがないか、再度確認をお願いいたし
ます。

納め忘れ防止に新年度から口座振替をご利用ください

納付書を紛失してしまった場合、納付書の再発行は可能ですが、口座振
替制度をご利用いただければ、納付書紛失、納め忘れの心配がございま
せん。
なお、3月中であれば、新年度より口座振り替えが可能となります。
ご希望の方は指定金融機関への手続きが必要となります。
詳しくは、下記までお問い合わせください。

納付が困難な場合は早急にご相談ください

納期限を過ぎれば一括納付が原則ですが、失業、入院等、納付が困難な
場合は納税相談が可能です。早急に相談をお願いいたします。

納め忘れも差押の対象となってしまいます

金額、時期に関わらず、納期限を過ぎた未納は滞納です。
催告後も納付、相談がない場合は、法に基づき誠に不本意ながら差押え
を執行せざるをえません。

【問合せ先】　収納対策課（５番窓口）　　☎２４０－７１０４（直通）

子 育 て 支 援 セ ン タ ー～遊びにおいでよ～ 4月

『わくわくドリーム』　定員10組 第１回『子育てサークル育成』　定員８組
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１/５
（木） 第３回茨城町子ども会ふるさとかるた取り大会

　町の歴史や文化・自然などを題材にした「茨城町ふるさとかるた」を活用した町子ども会育成連合会主
催の「第３回茨城町子ども会ふるさとかるた取り大会」が町中央公民館大ホールにおいて開催されました。
　この大会は、かるた遊びを通して、町の歴史や文化を知り、郷土愛を育み、同時に単位子ども会相互の交流を
深めることを目的として、毎年開催されています。この大会には各小学校区から低学年・高学年18チームずつ、
合計196人が参加。子どもたちは先生や保護者が応援席から見守る中、元気にかるた取りの腕前を競い合いました。
　低学年の部は大戸キッズ（大戸小学校区）が、高学年の部はパンちゃん’S（沼前小学校区）がそれぞれ
熱戦を制し優勝しました。

　　　　　
１/13
（月） まちの安全・安心を守る！　消防出初式開催

　茨城町ゆうゆう館駐車場において、町消防職団員など消防関係者
約 300 人が参加し、士気高揚を図る新春恒例の消防出初式が行われ
ました。
　式典では、退職消防団員や、優良団員などが表彰され、火事や災
害などの局面に体を張って人命・財産を守ったその功績を称えまし
た。式典終了後には涸沼湖畔に場所を移し、消防車による一斉放水
が行われました。

合計196人が参加。子どもたちは先生や保護者が応援席から見守る中、元気にかるた取りの腕前を競い合いました。
S（沼前小学校区）がそれぞれ

※生涯学習課にて「茨城町ふる
さとかるた（1,000 円）」を好評
発売中です。
【問合せ先】生涯学習課
☎　２４０－７１２２

１/22
（水） 茨城県統計功労者表彰式

　統計事業の一層の充実と統計知識の普及啓発を目的として、
茨城県統計功労者表彰式が県庁にて開催されました。茨城町か
らは、統計調査員としての活動が評価され、３名の方が表彰さ
れました。
表彰者は次のとおりです
　茨城県知事表彰：髙津　敏雄さん（写真左、中石崎）
　 茨城県統計協会総裁表彰：緒方　惟則さん（写真右、長岡）
溝口　淑皓さん（写真中央、城之内）

　　　　
１/30
（木） 平成25年度「ふくまる」グランプリ

　１月 30 日（木）、茨城県庁において、茨城県及び茨城県産米銘柄化協議会主催の『平成 25 年度茨城
の「買ってもらえる米づくり」研修会　～「ふくまる」生産者大会～　』が開催されました。
　この大会では、水稲の新品種で県の奨励品種となった「ふくまる」を栽培した生産者の中から、高品
質で収量が多かった優秀な生産者が表彰されました。茨城町からは、
優秀賞及び特別賞（茨城県穀物改良協会長賞）に江幡進さん（駒場）、
優良賞に長谷川清さん（駒場）の２名が受賞されました。
　「ふくまる」は、大粒で良好な品質と食味を兼ね備えた早生の新品
種で、炊き増えが良く、冷めても粘りがあっておいしいとの評判です。
受賞された江幡さんは、「もっともっとおこめを食べて欲しい。」と話
されました。

　　　　
１/30
（木）

シルバーリハビリ体操
３級指導士養成講習会

　シルバーリハビリ体操の 3級指導士を養成す
る講習会が８日間の日程でスタートしました。
　講習会２回目のこの日は、小林町長が「シル
バーリハビリ体操が普及し、みんなが健康にな
るまちづくりに協力してください。」と 8名の
受講生に呼びかけました。
　講習会では、県立健康プラザの職員のほか、
昨年 1級指導士の資格を取得した 4人の指導士
が指導にあたっています。

　　　　
１/27
（月）

未来へつなぐどんぐりの苗木
森の教室開催

　次世代を担う子どもたちへ、森の大切さを教
える森の教室（主催：国土緑化推進機構　他）
がウィステリア　ナーサリー　スクール（桜の
郷）で開催されました。
　この教室では子どもたちが森の役割や大切さを学
び、ドングリを植えることにより森づくりに参加します。
　ドングリをポットに植え、「ドングリをしっ
かり育てていきます。」と参加した子どもたち
全員で宣言しました。

江幡　進さん

　　　　
１/９
（木） 少年の主張表彰式

　中学生が日常生活の中で感じたことや考えていることを広く社会に訴え、将来に向かって自信と誇り
を抱き、周囲との関わりについて考えることなどを目的として実施された青少年育成茨城町民会議主催
「少年の主張」の表彰式が１月９日、茨城町役場で行われました。
　茨城町長賞を受賞した梅香中学校２年生の小山美咲さんは、「言葉と人との関わり方」と題し、プラスに
もマイナスにも働く言葉が持つ力に着目。「一つ一つの言葉の意味や重さをしっかりと考え、関わっていくこ
とが大切。」と訴えました。小山さんは、後日行われた茨城町民の日記念式典において、作品を発表しました。
【受賞作品】
　○茨城町長賞
　　「言葉と人との関わり方」　　　梅香中２年　小山　美咲さん
　○茨城町教育委員会教育長賞　
　　「個性を認め合う」　　　　　　明光中２年　髙田　彩子さん
　　「世界の平和を祈って」　　　　桜丘中３年　小堤　美咲さん
　○青少年育成茨城町民会議会長賞
　　「今の社会を見て、聞いて」　　明光中１年　奥谷　友美さん
　　「一期一会」　　　　　　　　　明光中３年　瀬谷　南緒さん
　　「部活動で得たもの」　　　　　桜丘中３年　美野輪　亜未さん
　　「勇気を持とう」　　　　　　　梅香中１年　倉持　菜々美さん
　　「テニス部に入って」　　　　　梅香中２年　相原　一穂さん
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生涯学習課からのお知らせ
町民教養講座

　生涯学習課では、町民教養講座を実施しています。
写真は「つるしびな講座」で作成された受講生の作品
です。４月中旬に募集チラシをお配りしますので、ぜ
ひご覧ください。皆さまのご応募お待ちしています

　演劇講座では、演劇・歌・ダンス等様々な表現に取
り組んでいます。また、地域の催事にも依頼があればお
伺いしますので、生涯学習課までお問い合わせください。

　川根小学校、上野合小学校、沼前小学校、駒場小学校の４校が統合し、平成 27 年４月に開校する新小学校の
名称が、議会の議決を経て正式に「茨城町立青葉小学校」に決定しました。

　新小学校の名称は、茨城町立小学校統合準備委員会が募集した 72 点（133 名）の校名案の中から、統合準備
委員の協議によって選定されました。
　新小学校の名称には、「これまで築き上げてきたすばらしい文化と伝統を受け継いだ４つの若葉は、統合によ
り青葉に成長していく。大地に根をはり、自然の恵みを受けて成長する青葉のように、無限の可能性を秘め、
大きな期待と希望を持って、新たな歴史を刻んでいってほしい。児童たちが若々しい力強さを持って、心豊かに、
切磋琢磨しながらたくましく育ち、青葉中学校へ進んでいってほしい。」という期待と思いが込められています。
　また、現在茨城町立小学校統合準備委員会では、「青葉小学校」の校章デザインを募集しています。詳しくは
本紙 13 ページをご覧ください。

※茨城町立小学校統合準備委員会では、会議録等を茨城町ホームページで公開しています。
　茨城町ホームページ→学校再編（http://www.town.ibaraki.lg.jp/study/info-1003.html）

【問合せ先】茨城町立小学校統合準備委員会　事務局（学校教育課内）
　　　　　　☎２４０－７１２１

子ども教室
　土曜日の小学生の居場所作りとして子ども教室を実
施しています。平成 25 年度は将棋・ダンス体操・和
太鼓・体験の４教室を開講しました。
　子ども教室は平成 26 年度も開講予定です。内容が
決まり次第各小学校へチラシ配布予定です。

地域活動
　金沢区では地域活動の一つとして、つるしびな等の
作品作りをしています。そして、年一回地区公民館に
飾り付けをして、地域の皆さまに発表しています。
　あなたの地域でもこんな活動をしてみませんか。

【問合せ先】教育委員会生涯学習課　☎２４０－７１２２

健康増進課
（保健センター）

☎
240-7134

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

【
週
に
２
回
は
休
肝
日
を
作
ろ
う
】

　

肝
臓
は
、
栄
養
素
の
代
謝
・
消
化
酵
素
や

ホ
ル
モ
ン
を
作
る
な
ど
た
く
さ
ん
の
仕
事
を

す
る
臓
器
で
す
。お
酒
を
飲
む
と
、ア
ル
コ
ー

ル
を
分
解
す
る
仕
事
が
過
度
に
か
か
り
、
肝

臓
に
さ
ら
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

休
肝
日
を
作
る
こ
と
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
こ
ん
な
と
き
は
専
門
家
の
助
け
を
借
り
よ
う
】

　

お
酒
の
多
量
飲
酒
を
や
め
た
い
が
、
自
分

で
や
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
専
門
医
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご
家
族
か
ら
の
相
談

が
、
治
療
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

楽
し
く
正
し
く
お
酒
と

つ
き
あ
お
う
！

健康増進課（保健センター）２月の予定
日 曜日 事　業　名 受付時間
７ 金 ごっくん教室 ９：45～10：00
12 水 健康相談 ９：00～11：30

　

平
成
25
年
12
月
７
日
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
健

康
障
害
基
本
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
お
酒

は
、
適
量
で
あ
れ
ば
ス
ト
レ
ス
解
消
や
食
欲

増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
飲
み
過
ぎ
は
、

生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
脳
卒

中
）
さ
ら
に
は
脂
肪
肝
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

炎
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
適
量
の
お
酒
を
楽
し
む
こ
と
が
、
心

と
体
の
健
康
へ
の
第
一
歩
で
す
。

【
お
酒
の
適
量
を
知
ろ
う
】

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
お
酒
の
適
量
を
１
日

平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20
ｇ
ま
で
と
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
酒
に
含
ま
れ
る
ア

ル
コ
ー
ル
約
20
ｇ
に
相
当
す
る
目
安
の
量
を

記
載
し
ま
す
。

・
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
１
本
（
５
０
０
ml
）

・
日
本
酒
１
合
（
１
８
０
ml
）

・
焼
酎
25
度
２
３
合
（
１
１
０
ml
）

・
ワ
イ
ン
２
杯
（
１
８
０
ml
）

・
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
１
杯
（
60　

）

　

こ
れ
ら
の
お
酒
は
、健
康
な
成
人
男
性
が
、

約
３
〜
４
時
間
で
分
解
で
き
る
量
で
す
。
女

性
は
分
解
に
時
間
が
か
か
る
の
で
お
酒
の
量

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

ml
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茨
城
空
港「
茨
城―

福
岡
線
」、

「
茨
城―

名
古
屋
線
」
運
航
！

　

神
戸
、
札
幌
、
那
覇
、
米
子
に

続
き
、待
望
の
「
茨
城―

福
岡
線
」、

「
茨
城―

名
古
屋
線
」
が
４
月
１
８

日（
金
）か
ら
運
航
を
開
始
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
県
空
港
対
策
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
７
６
１

　

内
閣
府
が
実
施
す
る
青
年
国
際
交

流
事
業
へ
の
参
加
青
年
を
募
集
し
ま

す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

３
月
12
日
（
水
）

ま
で
（
必
着
）

▼
対
象　

18
歳
以
上
30
歳
以
下

（
平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
）

※
青
年
社
会
活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

23
歳
以
上
40
歳
以
下

▼
実
施
時
期　
９
月
か
ら
順
次
実
施

▼
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
、
作

文
等
を
、
県
女
性
青
少
年
課
へ
持

参
ま
た
は
郵
送

▼
そ
の
他　

行
き
先
、
日
程
、
募

集
人
員
、
参
加
費
等
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
県
女
性
青
少
年
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
１
８
３

善
意
の
と
も
し
び

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
善
意
銀
行
へ（
社
会
福
祉
協
議
会
）

○
タ
オ
ル
１
０
枚
・
金
５
千
円

　
　
　
　
　
　

＝
大
森　

欣
子

○
金
５
，
０
６
６
円
＝
植
農
高
年

者
ク
ラ
ブ
き
ら
く
会
代
表　

飯
塚

昭
一

○
金
１
，
２
６
９
円
＝
匿
名

○
雑
巾
２
８
６
枚
＝
前
田
第
一
区

い
き
い
き
会
代
表　

立
川　

陽
子

青葉小学校の「校章」を募集しています
　茨城町立小学校統合準備委員会では、「青葉小学校」の校章デザインを募集しています。多くの皆様のご応
募をお待ちしております。

　◆募集期限　平成26年３月14日（金）

　◆応募資格　茨城町在住の方
　　　　　　　川根小、上野合小、沼前小、駒場小の卒業生（町外在住の方も応募可）
　　　　　　　川根小、上野合小、沼前小、駒場小及び関係幼稚園・保育園の教職員

　◆応募方法　 　以下のことを記入して、応募用紙又は官製はがき、封書、ファックス、電子メールで応募し
てください。なお、１人につき１点までの応募とさせていただきます。

　　　　　　　・校章の図案（できる限り色をつけてください）
　　　　　　　・青葉小学校からイメージする色（任意）
　　　　　　　・校章の図案に込めた意味・想いなど（任意）
　　　　　　　・応募者の住所、氏名、電話番号

　◆応募用紙及び応募箱の設置場所
　　　　　　　 　町内の小・中学校、茨城町役場（学校教育課、１階ロビー）、生涯学習課（小堤地区学習等

供用施設）、ゆうゆう館（図書館）
　　　　　　　※応募用紙は、町のホームページからもダウンロードできます。

　◆選定方法　　応募作品の中から、茨城町立小学校統合準備委員会で協議の上、入賞作品を決定します。

　◆表彰等　　　最優秀作品１点　賞状及び副賞（１万円相当の茨城町名産品）
　　　　　　　 　ただし、受賞者が中学生以下の場合は、副賞として相当額の図書カードを選択することもで

きます。

　◆その他　　　詳細については、募集要項をご覧ください。
　　　　　　　　また、ご不明な点がありましたら下記までお問い合わせください。

　【応募先及び問合せ先】
　　茨城町教育委員会学校教育課　再編担当
　　　　　　　　〒３１１－３１９２　茨城町小堤１０８０
　　　　　　　　ＴＥＬ　　０２９－２９２－１１１１（内線２１１）
　　　　　　　　ＦＡＸ　　０２９－２９２－８０３２
　　　　　　　　Ｍａｉｌ　gakkou@town.ibaraki.ibaraki.jp

義
援
金
送
金
の
ご
報
告

　

茨
城
町
庁
舎
内
に
設
置
し
て

お
り
ま
し
た
「
伊
豆
大
島
等
台

風
26
号
災
害
東
京
義
援
金
（
７
，

８
５
２
円
）」
及
び
「
２
０
１
３

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
救
援
金
（
１
１
，

１
５
９
円
）」
を
、
１
月
28
日
に

日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
い
た
し
ま

し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

運航ダイヤ
　茨城⇒福岡　　　　 福岡⇒茨城
10：15 ⇒ 12：15　　12：50 ⇒ 14：35
15：15 ⇒ 17：15　　17：50 ⇒ 19：35

　茨城⇒名古屋　　 名古屋⇒茨城
20：10 ⇒ 21：10　　８：35 ⇒９：40

眠れていますか？あなたの悩みを聞かせてください
　2週間以上眠れない日が続いていたら、それはうつかもしれません。独りで悩まず、かかりつけの医師、
精神科医療機関にご相談ください。
○茨城いのちの電話　水戸：☎０２９－２５５－１０００（毎日 13 時～ 20 時）
　　　　　フリーダイヤル：☎０１２０－７３８－５５６（毎月 10 日 24 時間）
○いばらきこころのホットライン　（祝日・年末年始休）
　　　　　　　　　　平日：☎０２９－２４４－０５５６（９時～ 12 時 /13 時～ 16 時）
　　　土日フリーダイヤル：☎０１２０－２３６－５５６（９時～ 12 時 /13 時～ 16 時）

３月は「自殺防止月間」です
　自殺は「孤立の病」とも言われていることから、現在、県では市
町村及び各種団体等と連携を図り、「つながる " わ "・ささえる " わ
" 茨城いのちの絆キャンペーン」を実施しております。
　周囲との絆を回復することが自殺防止につながります。心に悩み
を抱えている人がいたら、声をかけてみませんか。
【問合せ先】茨城県保健福祉部障害福祉課
　　　　　　☎０２９（３０１）３３６８

平
成
26
年
度　

県
民
交
通
災

害
共
済
の
ご
案
内

　

平
成
25
年
度
加
入
者
の
共

済
期
間
は
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
継
続
加
入
の
お
手
続
き

は
お
早
め
に
！

○
共
済
期
間

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日

○
加
入
要
件

　

茨
城
町
に
住
民
登
録
が
あ

る
方
。
ま
た
は
、
町
内
に
住

所
が
あ
る
団
体
。

○
会　
　

費

　

大
人
９
０
０
円
、
中
学

生
以
下
（
４
月
１
日
現
在
）

５
０
０
円
。
※
９
月
30
日
以

降
の
加
入
は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
。

○
加
入
方
法　

　

会
費
を
添
え
て
み
ど
り
環

境
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

み
ど
り
環
境
課

　

☎
（
２
４
０
）
７
１
３
５

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

　

常
陽
銀
行
長
岡
支
店
に
お
い

て
、
常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険

労
務
士
が
年
金
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
電
話
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
17
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

常
陽
銀
行
長
岡
支
店

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
１
２
６
３

常
陽
銀
行
年
金
相
談
日

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪
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ら
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ン
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♪

茨城町役場 ★〒311-3192 茨城町小堤1080 TEL029-292-1111 １１
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　平成 24 年度にスタートした町民教養講座「演劇講座」
の第２回発表会を開催いたします。
　今年度は８月から開講した「子ども演劇講座」の受講生
13 名も加わり、表現や歌、ダンスなどに挑戦しています。
　今回も楽しい舞台にしたいと受講生一同練習に励んでお
ります。皆さまお誘いわせのうえ、ぜひご来場ください。
◆開催日時　平成 26 年４月 13 日（日）
　　　　　　午後２時開演
◆開催場所　茨城町総合福祉センターゆうゆう館
　　　　　　２階　多目的室

【問合せ先】教育委員会生涯学習課
　　　　　 ☎２４０－７１２２

　平成 24 年度にスタートした町民教養講座「演劇講座」

第 ２ 回 演 劇 発 表 会

私たちがお伺いします！
　私たちはひぬ丸くんと一緒に、茨城町の魅力を皆さんにお知らせする「ひぬ丸くんサポーター」です！
　今日も茨城町の楽しいこと、おいしいものを求めて東へ西へ。取材でお伺いした際は、どうぞよろしく
お願いいたします。

茨城町教育委員会生涯学習課からのお知らせ

町県民税申告受付は３月 17 日まで！

期限内に正しい申告を
　平成 26 年分の町県民税申告の受付期限は３
月 17 日（月）です。
○申告場所　茨城町役場２階　大会議室
○申告時間　午前８時 30 分～午後４時

【問合せ先】農業政策課　☎２４０－７１１８

ひぬ丸くんのブログ、フェイス
ブック始めました！

ブログ
http://ameblo.jp/hinumaru-
kun211/

フェイスブック
http://facebook.com/profi le.
php?id=380711745403902

茨城町ホームページ→ひぬ丸くん
の部屋をクリック！

「たのしいひなまつり」
ふくだ　ゆい（５歳）

「ぼく」
こばやし　れお（６歳）

ち
び
っ
こ
ア
ー
ト

大
戸
幼
稚
園

涸沼のほとりでアウトドア体験！
涸沼自然公園キャンプ場の予約受付を開始します

　涸沼自然公園は、涸沼のほとりに位置し自然の地形をそのまま生かした公園です。園内には６つのユ
ニークな広場があり、家族連れで楽しむことができます。特に高台にある「太陽の広場」は涸沼が一望
できる絶景ポイントです。
　また、「あじさいの谷」では６月下旬から７月中旬にかけて約１万株のあじさいが咲き誇ります。色
とりどりに咲いたあじさいが、訪れる人たちの心をなごませてくれることでしょう。

◇利用期間　 ４月 25 日（金）～ 10 月 31 日（金）　※３月１日（土）より予約受付開始（ご利用の２か
月前から受付けいたします。）

◇料　　金　・オートキャンプ場（56 区画）　　１区画…5,000 円
　　　　　　・テントサイト（最大 300 張）　　 テント１張…2,000 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タープ１張…1,000 円
　　　　　　・バーベキューハウス（６炉）　　 １炉…1,500 円
　　　　　　・バーベキュー利用（道具持込み）１人…100 円（５歳以上）
※１人当たり使用料 200 円（５歳～15 歳 100 円）が別にかかります。

【予 約 先】涸沼自然公園管理事務所　☎０２９－２９３－７４４１

（昨年の様子）

後藤　真妃 鬼澤　優香

　ひぬ丸くんと一緒に、地域を育む皆さまの活動を応援させて
いただきます！よろしくお願いします。

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
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ー
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・
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と
な
り
の

　
　

ま
ち
か
ら

２２

那
珂
市

八
重
桜
ま
つ
り

　
「
日
本
の
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」
地
の

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
は
、
八
重
桜
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
４
月
26
日
（
土
）・
４
月

27
日
（
日
）
に
は
、
郷
土
芸
能
発
表
や
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

▼
期
間　

４
月
19
日（
土
）〜
５
月
６
日（
火
）

▼
場
所　

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園

（
那
珂
市
静
１
７
２
０

－

１
）

【
問
合
せ
先
】
那
珂
市
商
工
観
光
課

　

☎
０
２
９
（
２
９
８
）
１
１
１
１

東
海
村

第
25
回
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り

　

期
間
中
の
日
没
後
、
阿
漕
ヶ
浦
公
園
の
約

２
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
昼
間
と
は
表
情
の
違
う
、
幻
想

的
な
夜
桜
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

４
月
１
日（
火
）〜
４
月
20
日（
日
）

　
（
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り
）

▼
場
所　

阿
漕
ヶ
浦
公
園

（
東
海
村
村
松
１
４
１

－

３
）

▼
時
間　

日
没
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
　
　
（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

【
問
合
せ
先
】
東
海
村
観
光
協
会

　

☎
０
２
９
（
２
８
２
）
１
７
１
１
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　 キカラスウリ
　　（スミレ目　ウリ科）

　学名　 Trichosanthes kirilowii Maxim.  
　　　　 var. japonica (Miq.) Kitamura 

　写真・文 ／安　昌美
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再生紙を使用しています

里山に育む生きものたち

　

冬
に
目
立
つ
花
や
実
を
つ
け
る
植
物
は
春

や
秋
に
比
べ
て
少
な
い
で
す
。
今
月
は
秋
に

目
立
つ
も
の
で
す
が
、
冬
ま
で
残
っ
て
い
る

こ
と
の
あ
る
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
果
実
を
中
心

に
紹
介
し
ま
す
。

▼
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
と
は

　

ウ
リ
科
カ
ラ
ス
ウ
リ
属
に
属
す
る
多
年
草

で
、
和
名
は
黄
烏
瓜
。
カ
ラ
ス
ウ
リ
（
烏
瓜
）

に
似
て
い
ま
す
が
、
果
実
は
熟
す
る
と
黄
色

に
な
り
ま
す
。
写
真
は
冬
の
も
の
で
、
表
面

も
光
沢
が
無
く
、
少
し
し
ぼ
み
か
け
て
い
ま

す
。
秋
に
は
光
沢
が
あ
り
、
大
き
さ
も
カ
ラ

ス
ウ
リ
よ
り
大
き
く
、
巻
き
つ
い
た
木
に
黄

色
の
実
が
多
数
ぶ
ら
下
が
る
様
は
壮
観
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
熟
期
の
果
実
は
茨
城
町
で
は

ま
だ
見
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
水
戸
市
や

石
岡
市
な
ど
で
出
会
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町

内
で
も
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
は
日
本
固
有
で
北
海
道（
奥

尻
島
）
か
ら
本
州
、
四
国
、
九
州
の
山
野
の

や
ぶ
や
林
の
縁
な
ど
に
生
え
て
い
ま
す
。
近

縁
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
は
朝
鮮
、

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
に
分
布
し
、
果
実
は
黄
橙

色
に
熟
し
、
古
く
か
ら
薬
用
植
物
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ス
ウ
リ
は
町
内
で
も

よ
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
果
実
は
赤
く
熟
し
ま

す
。
私
の
野
帳
で
は
カ
ラ
ス
ウ
リ
は
町
内
各

地
の
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ

は
少
な
く
海
老
沢
、長
岡
、中
石
崎
な
ど
で
す
。

町
内
で
は
カ
ラ
ス
ウ
リ
よ
り
少
な
い
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

▼
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
生
活

　

花
は
８
〜
９
月
頃
咲
き
ま
す
が
、
カ
ラ
ス

ウ
リ
と
同
じ
く
、
夕
方
か
ら
夜
に
咲
き
、
朝

方
に
は
し
ぼ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
花
弁
の
先

ま
で
よ
く
伸
び
き
っ
た
写
真
を
撮
る
の
は
大

変
で
す
。
花
は
白
く
、
夜
で
も
目
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
蜜
も
出
し
、
香
り
も
出
し
て
虫
を
呼

び
ま
す
。
花
の
構
造
か
ら
ス
ズ
メ
ガ
の
仲
間

が
花
粉
の
運
搬
を
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
雌

雄
異
株
な
の
で
、
送
粉
者
は
重
要
で
す
。
雄

株
は
毎
年
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、
雌
株
は
太

い
根
に
数
年
に
わ
た
っ
て
養
分
を
蓄
え
た
の

ち
に
雌
花
を
着
け
、
果
実
を
成
熟
さ
せ
た
の

ち
に
枯
死
す
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

▼
ウ
リ
科
の
作
物

　

ウ
リ
科
に
は
１
０
０
属
８
５
０
種
が
知
ら

れ
、
主
に
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
に
分
布
し
て
い

ま
す
。
身
近
な
作
物
に
は
キ
ュ
ウ
リ
、
カ
ボ

チ
ャ
、
メ
ロ
ン
、
マ
ク
ワ
ウ
リ
、
ス
イ
カ
、

ト
ウ
ガ
ン
、
ニ
ガ
ウ
リ
、
ヘ
チ
マ
、
ユ
ウ
ガ

オ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
時
代
は
異
な
り
ま
す

が
、
す
べ
て
外
国
か
ら
日
本
に
入
っ
て
き
た

も
の
で
す
。
作
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戦

後
日
本
に
侵
入
し
て
き
た
ア
レ
チ
ウ
リ
は
河

川
敷
等
に
広
が
り
困
っ
て
い
ま
す
。


